
 

授業改善の工夫 自分の考えを整理・深化させる活動の工夫 

 

高等学校理科（ 物理基礎 ）学習指導案         普通科  ２年 

単 元 名 落体の運動 

単元のねらい 

 

物体が落下する際の運動の特徴について等加速度運動をもとに理解すること

ができる。 

単元の流れ 

全６時間 

① 自由落下 

② 重力加速度測定実験 

③ 鉛直投射・鉛直投げおろし 

④ 鉛直投射・鉛直投げ上げ実験の仮説設定 【事例有】 

⑤ 鉛直投射・鉛直投げ上げ実験の検証実験・実験後の仮説修正 

⑥ 水平投射・斜方投射 

準 備 物 

教科書，ノート，実験プリント， 

※重力加速度測定実験 

おもり，記録タイマー，記録用テープ，スタンド，方眼紙，定規，はさみ，

のり 

※鉛直投げ上げ実験 

小球，速度計（ビースピ），押し引きばねばかり，方眼紙，安全ゴーグル， 

メジャー，タブレット（スマートフォン），電卓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本時のねらい（第４時） 

原理・法則に基づいて思考し，鉛直投げ上げ運動での最高点までの時間とその高さを求めることがで

きる。 

生徒に示す本時のねらい 

次の○○を自分たちで決め，△△，□□に当てはまる数字を求めよう。 

「小球を初速度○○[m/s]で鉛直に投げ上げるとき，最高点に達する時間は△△[秒]であり，その高

さは□□[m]となる。」 

学習過程 

段

階 
学習内容・生徒の活動 

時間 

（分） 
◇指導上の留意点 ◆評価基準 

導 

 

入 

１ 前時の振り返りを行う。 

 

２ 本時のねらいを確認する。 

次の○○を自分たちで決め，△△，□□に当ては

まる数字を求めよう。 

「小球を初速度○○[m/s]で鉛直に投げ上げると

き，最高点に達する時間は△△[秒]であり，その

高さは□□[m]となる。」 
 

３ 

 

３ 

◇鉛直投げおろし運動での速度，変位の時間

変化について復習する。 

◇実際に鉛直投げ上げされた小球の運動を

生徒に示し，最高点での小球の速度がどの

ようになるか発問する。 

展 

 

 

 

 

開 

３ 班になり，発射装置で小球を発射す

る練習を行う。 

 

 

４ つまみを引くメモリを決定する。そ

のメモリまでつまみを引いて離すこ

とで発射される小球の初速度〇〇を

決定する。 

５ 自分で決めた〇〇を用いて，△△，

□□を求め，仮説を設定する。 

【ポイント】 

 

 

 

６ 班で話し合い，自分の仮説を班員の

仮説と比較する。場合によっては仮説

を修正する。 

 

 

１０ 

 

 

 

４ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

１３ 

◇生徒に安全ゴーグルを着用させ，ボールの

射出先に危険がない事を確認させる。 

◇小球を発射する練習は複数回行うように

促す。 

◇発射された小球の速度が安定するメモリ

の位置を探すこと，複数回発射して発射速

度の平均を○○とすることを促す。 

 

◇まずは自分の力で△△，□□を求めるよう

に促す。 

◇必要に応じて，これまでの学習内容（原理・

法則）を振り返るよう助言する。 

◆原理・法則を適切に用いることができる。

【思考・判断・表現】（実験プリントの記述） 

◇自分の仮説に間違いや不十分な点がない

か確認するように促す。 

◆鉛直投射での最高点までの時間とその高

さを自分たちで適切に求めることができ

る。【思考・判断・表現】（実験プリントの

記述） 

ま

と

め 

７ 本時のまとめを実験プリントに記

入する。 

８ 次回の検証実験について確認する。 

５ 

 

２ 

◇「本時で新たに学習したこと」を実験プリ

ントに記入させる。 

◇次回の実験内容，実験場所，必要なものを

生徒に示す。 


